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iStorage NS の設定を行う 


1.1 iStorage NS 導入準備 

i.i.i ネットワーク環境 

iStorage NS を導入する前に、以下のネットワーク環境についての情報を決定してください。 

• ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか） 

• IP アドレスの設定方式 （ DHCP サーバーを使用するかどうか） 

• コンピューター名 

• ワークグループ名またはドメイン名 
• 管理者のパスワード 

• IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• デフォルトゲートウェイ （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• DNS サーバーの IP アドレス （DNS サーバーを直接指定する場合） 

1.1.2 初期設定ツール 

iStorage NS では、 「 EXPRESSBUILDER 」 に格納されている初期設定ツールを使用してコンピューター名、 
IP アドレスを設定します。管理 PC (Windows 2003 /Windows 2003 R 2 / Windows 2008/ Windows 2008 R 2 / 
Windows XP / Windows Vista / Windows 7) に、装置添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 をセットして初期設 

定ツールを起動し、前述の [1.1.1 ネットワーク 環境 】 に記載した情報を基に初期設定を行ってください。 

f 【注意】 • 管理 PC は iStorage NS と同一 LAN 上に存在するコンピューターを使用します。 

• 同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初期設定する場合は、1台ずつ起動 
して初期設定を行ってください。 

• 初期設定では特定の LAN ポートを使用します。スタートアップガイドを参照して I 
LAN ケーブルを接続してください。 

• 出荷時には初期設定ツールで使用する UDP ポートは開いた状態になっています。 
初期設定後に、後述する手順に従って UDP ポートを閉じてください。 

V_ J 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .iStorage NS の電源を〇 N にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 「 EXPRESSBUILDER 」 をセッ 

卜します。オートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。 






【補足】表示されない場合は、 エクスプローラーから 「マイコン ピューター」 を選択し、 セツ 
卜した光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


v 




2. [ソフトウェアをセットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定 ツール] 
をクリックします。 



3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契約書をご卜読の上、 [0 K ] ボタンを 
クリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開始]ボタンをクリックします。 



対象となるサーバーが、初期設定ツール画面内の[サ'ーバーのコンピュータ名]欄に••未設定"と表示され 
ます。"未設定"のサーバーが検出されたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボタ 
ンをクリックして§動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーの 0S が起動するまでには、構成 
によって、20〜30分かかる場合があります。30分経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンをク 
リックしてください。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. "未設定"のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が「確認中」から「可」に変わった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、••未設定"のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 iStorage NS にログオン する 】 に進んでください。「不可」に変 
わった場合は、"未設定"のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックします。 



6. コンピュータ名、 IP アドレス、 サブネット マスクを 入力して[適用] ボタンをクリックします。 


矣定変更 


MAC アドレス： 
コンビ: l-5 名ぬ): 
IP アドレス®: 

サフ'ネットマスク ( U ): 



サ-ハ-設定状況 
^ 設定変更 

► サ-ハ-再起劻 
経過時間 〇秒 

!► 設定テ''， M 

► リモ-トテ-'ス外ッフ芜皖チ I ック 


適用 I PJC ^( C ) 
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iStorage NS の設定を行う 


7. 設定変更を確認する画面が表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。サーバー設定の変更が 
始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



以上で、本装置の初期設定が完了し、リモートデスクトップ接続で管理できる状態になりました。 

1.1.3 iStorage NS にログオンする 

1. 管理 pc でリモートデスクトップを起動します。 

2. 接続先に本装置のコンピューター名をまたは IP アドレスを入力します。 

3. ユーザー名に 「 administrator 」 を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックしま 
す 0 






【補足】初期状態においては、パスワードはあらかじめ設定されていますので装置添付のスタ 
ートアップガイドを参照してください。 


リモートデスクトップの詳細については、本書の 【1_2 iStorage NS のリモート 管理】 をご参照ください。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.4 管理者のパスワードを変更する 

administrator のパスワードは出荷時にあらかじめ設定されていますが、 

に必ず変更してください。 

1. [ Ctrl + Alt + End ] を押下し、 [パスワードの 変更]をクリックします。 

2. [古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの 確認 入力] 

クリックします。 

3. [パスワードは 変更されました]と表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


本装置のセキュリテイを保つため 


にそれぞれ入力して 


n 


を 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用 
されていなければなりません。 




ノ 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.5 初期設定 ツール 用のポートを閉じる 

出荷時は初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後、以下の手順でポ 
ートを閉じてください。 

1. [スタート] — [コントロールパネル] をクリックし、画面の [ファイアウォールの 状態の確認]をクリ 
ックします。 


零！ コント□ールパネル 




ご V i£2iv |%t -コント□ールパネル ▼ 



コンビューター®設定を_1整します 


_方 s 




【ファ イ7ウォ-ル©状 SM ) 確 

叫? 1 心 卜□ク W 我不 



ネ，トワークとインターネ，卜 

ネットワ-⑽状態とタス⑽表示 

ハードウェア 

デバイスとプリンターの表示 
デパイスの追加 

ブラム 

プ□クラムのアンインストール 
..Window の棵能©有効化または無幼化 


ユーサーアカウント 

j ，ンュ■■ザ-アカウント_加または削除 


デスクトップの背昱の変更 
画面感像度 (D 調!！ 

時計、言語、 te よ U 地域 

k T , キーボードまたは入力方法の変更 
LW 表示言語©変更 
日付と B 寺刻 0D 詨定 

コンビューター¢0®単揉作 

訣定©提案の表示 
m 罝ディスブレイの最適化 



2. [ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可する]をクリックします。 



コント□ー ルパネルホーム 


Windows フ7イアウォールを介した 
プ的ラムまたは機能を許可する 

(§> 通知設定®変更 

ハ Windows ファイアウォール®有幼化 
- または無効化 

^ 既定値に戻 t 

f > 詳細設定 

ネツトワークのトラプルシューテインク 


Windows ファイアウォール tZ よ S] ンビ :l ーターの保盏 

Windows ファイアウォ-ルは、八ツカ-または悪意のあるリフトウIアによ S インタ-ネットまたはネットワ-クを経由したアクセスを防 
止 t るのに役立ちます。 

ファイアウォールによ S コンピューターの f 呆 iM) 詳細 
ネットワー⑽埸所に関 tS 詳細 


■ 

@ ホームネ9トワーウまた ( J 社内（ブライべ一卜）ネ9トワーウ (0) 

未格耪 




■ 

拿 パブリ妁ネ？トワ Hj ( p ) 

接続済办 i 

空澄、喫茶店など、公共®埸 ® ネットワ-ウ 


Windows ファイアウォール①状態： 有効 

差讎 離^ »ょぃ患への柳接 
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iStorage NS の設定を行う 


□ COM + ネットワークアクセス 

□ COM + リモート音理 
0 DFS の管理 
0 DFS レプリケ-ショレ 
0 DHGP “サ-パー 
0 DHCP サーバ-皆理 
0 FTP サーパー 

サービス 


「Hjpsi サ-ビ; 

I 

L@ Jas oobe [ 


Discovery Service 
□ Net logon サービス 
0 NFS クライアント 
0 NFS サーパー 

JT~]Sfir：ijrp Snr,kj=Lt b x J^UJ ハ ’ rLb- - IJl 


SiJOD プ□クラムの I 午可 ( E ). 


OK 」 


以上で、初期設定用のポートが閉鎖されました。 


3. [ iStraguisv ] の左側のチェックをはずし、 [ OK ] をクリックします。 


1 许可されたブラム 


ln | x| 



▼ システムとセキュリティ ▼ Windows ファイアウォール ▼ 許可されたプ□クラム 

▼，印|コントロ-ルパネル®検索 

_ 


Windows ファイアウォ ー ル経由の通信をプログラムに許可します 

許可されたプロクラム te よ U ポートを追加、変更、または削除するには、啟定 0D 変更]をクリックします。 



プラムに言を許可す S 危険性 0D 詳細 

設宰®変更 (NJ | 



i 午可されたプ□クラムおよ U 機能⑻: 


名前 ホーム/吐内（プライベート）パブリック ▲ 


□□00000n l 5 l 0 n00n 


□ □00000 DS0 □ 0 0 n 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.6 日付と時刻を設定する 

日時が§動更新の環境でない場合は設定してください。 

1. [初期構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をクリックします。 


r 


【補足】 


[初期構成 タスク] 画面を閉じた場合、または [ログオン 時にこの画面を表示しない] 
のチェックを有効にした場合は、以下の方法で[初期構成 タスク] 画面を再度起動 




することができます。 


• [スタート]—[検索の開始]欄に 


V 


c :¥ windows ¥ system 32¥ nasoobe ¥ nasoobe.exe 
と入力して Enter キーを押下する。 


ノ 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [日付と時刻]タブの[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [0 K ] ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.7 コンピューター名/ドメインを設定する 

1. [初期構成 タスク] 画面の [コンピュータ ー名とドメインの入力]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [変更]ボタンをクリックし、コンピューター名、所属するドメイン/ワークグループを指定して [0 K ] 
ボタンをクリックします。 [1.1.2 初期設定 ツール 】 でコンピューター名を設定している場合、新た 
にコンピューター名を入力する必要はありません。 



3. [Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ドメインに参加する場合はドメイン管理者のユーザ 
一名とパスワードを、ワークグループの場合は本コンピューターの管理者のユーザー名とパスワー 
ドを入力し、[〇 K ] ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


コンビ: L ーター名/ドメイ：/名®変更 

ドメイ M こ#加するため®アクセス許可®あ S アカウント®名前とパスワードを入力して 



OK 


キやンセル 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 以下のようなメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



5. 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 



6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。以下の画面が表示されたら、 
[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.2 iStorage NS のリモート管理 

iStorage NS は管理 PC のリモートデスクトップを利用して、ファイルサーバーに関する各種設定や管理を 
行います。以下の接続方法により 、 iStorage NS にリモートログオンできます。 

• リモートデスクトップによる接続 

• Windows OS でブラウザ （RDP Web サイト）による接続 

• Windows 0 S 以外でブラウザ （ RDPWeb サイト）による接続 


それぞれの接続方法について説明します。 

1.2.1 リモートデスクトップでの接続 

システム管理者は、リモートデスクト ップ 接続を使用して 、 Windows ベースの コ ン ピューターから iStorage 
NS を管理することができます。以下に、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で [スタート]—[ファイル 名を指定して実行]を選択し、[名前]欄に “ mstsc ” と入力して 
[〇 K ] ボタンをクリックします。 



15 


















iStorage NS の設定を行う 


2. [コンピューター]に、 接続する iStorage NS のコンピュータ ー名 または IP アドレスを入力して[接 
続]ボタンをクリックします。 



3. ユーザー 名に 「 administrator 」 を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックしま 
す。 


/r 




【補足】初期状態においては、パスワードはあらかじめ設定されていますので装置添付のスタ 
ートアップガイドを参照してください。 


4. ログオン後、[管理者 メニュー] と [サーバーマネージャー] が起動します。 






【注意】リモートデスクトップで iStorage NS にログオンできるのは、管理者権限を持つユー 
ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 


V 
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iStorage NS の設定を行う 


1.2.2 ブラウザ （ RDPWeb サイト）での接続 


システム管理者は、管理 PC からブラウザを使用して 、 iStorage NS をリモート管理することができます。 
クライアントの設定として、 Windows による設定手順を説明します。 



1 .2.2.1 Windows クライアントでの RDPWeb サイト設定 

Windows からブラウザを使用して 、 iStorage NS を実行しているサーバーをリモート管理する場合、 
Internet Explorer で ActiveX コンポーネントの使用を有効にする必要があります。 以下に、 設定の手順を記 
載します。 


1 .Internet Explorer を開きます。 

2. [ツール] メニューの [インターネットオプション] をクリックします。 

3. [セキュリティ] タブの[信頼済み サイト] を選択し、[レベルの カスタマイズ] をクリックします。 

4. [設定]で[スクリプトを実行しても安全だとマークされていない ActiveX コントロールの初期化と 
スクリプトの実行]までスクロールし、[有効にする]または[ダイアログを表示する]のいずれかを 
クリックします。 

5. [〇 K ] をクリックし、セキュリティポリシーの変更を保存します。 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .2.2.2 ブラウザでの接続手順 

ここでは、ブラウザを使用し iStorage NS に接続する手順について説明します。 

1. 管理 PC でブラウザを開きます。 

2. iStorage NS のネットワーク名またはネットワーク IP アドレスを入力し、末尾に “/ desktop ” をつ 
けます。（例えば、 http :// myStorageServer / desktop ) 

3. [リモート管理デスクトップ]で、システム管理者アカウント情報を入力します。 
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1.3 管理者メニュー 

iStorage NS では、設定や運用時に管理者メニューを使用します。 

1.3.1 管理者メニューの起動 

管理者 メニューは、リモートデスクトップ 等で iStorage NS にログオンすると自動起動し ます。また、デ 
イスプレイ、 キーボード、 マウスを接続してログオンしても同様です。 S 動起動しなかった場合や画面を 
閉じた後に再度起動させる場合は、 デスクトップ 上の ショートカット アイコンを ダブルクリック してくだ 
さい 0 


管理# メニ : l 一 


全般 


* 

エクスプローラー 

エクスプロー ラーを起動できます。 


コマンドブロンブト 

コマンドプロンプトを起動できます。 


ベイ'ノト 

ベイ'ノトを起動でぎます。 


メモ帳 

メモ帳を起勅できます。 


コンビューターの官 3 里 

コンビューター Of 理を起勅できます。 


シス亍ム 

コンビューターのプロパ亍 ィ m 認できます。 


Windows ヘルブとサポート 

Windows へ ルプとサボートを起動できます。 



役割/機能 

女 

共有と記值域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を f 理できます。 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理 できます。 

ADSIX ディター 

NFS の D マッビンヴ を確認できま.す。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記惜塌の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオプション 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS の管理 

分散ファイルシス亍ムを菅理できます。 

印刷の管理 

プリント サーバーを菅理 できます。 
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iStorage NS の設定を行う 


各項目の右上力 ; を クリックし、 管理者が通常使用しない項目を閉じる ことができます。 このように、管理 
者が使いやすいように設定する ことができます。 


_ 管理#メニ : L 一 



T 

全般 


女 

役割/機能 

SMB 共有、 NFS 共有槐理できます。 

HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます。 

NFS サーバーを 菅理できます。 

NFS の D マッビンヴを確誌できます。 

ーバーリソースマネージャー 記惜塌の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等がで 
す。 

インデックスのオプション ファイル栈索を高速化するためのインデックスを管理でき 

分散ファイルシス亍ムを管理できます。 

プリント サーバーを 菅理できます。 

ぎま 

ヒす。 


■ 

診断 

* 

イぺントビューアー イぺ'ノトログを確詔できます。 

性能情報®採取や確認ができます。 

シス亍ムリソース 0 使用状況確認や実行中 0 タスク菅 3| 
きます。 

デバイスマネージャー ハードウェアの状態を確認できます。 

し一}二}. ，卜ま SE 文 ESi 刃 T キ士甘 


巨がで 
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iStorage NS の設定を行う 


1 A ディスクの管理 

ディスクの管理では、パーティションとボリュームの作成、それらのフォーマット、ドライブ文字の割り 
当てな ど、 ディスクに関連した基本的なタスクを実行 できるだけで なく、フォールトトレラントなボリュ 
ームの作成と修復な ど、 高度な作業も実行で きます。ここでは、 ボリュームの作成方法と削除方法を説明 
しますが、 その他の機能の操作方法はオンラインヘルプをご参照く ださい。 


1.4.1 ボリュ'ームの作成 

1. 管理者 メニューの[ディスクの 管理] を クリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. 未使用のディスクが存在す る 場合には、以下の画面が表示され ます。 2 TB 以上のディスクの場合に 
" GPT " を選択す ると、 2 TB 以上の領域を1つの領域に することができます。 



3. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. ウイザードが起動したら、[次へ]ボタンをクリックします。 


新しいシンブルボリュームウィザー 


新しいシンプルボリュームウィザードの問始 

こ 0D ウィザ-ドでディスウ上[こシンプルボリュ-ムを作成できます。 
シンプルボリュ-ムは、単一のディスウ上に 0D* ■可能で■す。 

続行する[こは D 欠へ]初リツりしてくださ U 


< mm) II … vWF>- …… !1 キやンセル 


5. 作成するボリュームのサイズを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 


新し〇シンブルボリュームウィザード 


ボリュームサイズ®指定 

最小サイズと最大サイズの間でボリュ-ムのサイズを逞折してくださ U 


2Sj 


最大ディスウ領域 （MB): 

最小ディスウ領域 (MB): 

シンプルボリュームサイズ CMBXS)： 


<戻る (B ) 」次へ ( N )> I キゃンセル 


1245805 
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iStorage NS の設定を行う 


6. ドライブ文字を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. フォーマツトの有無を指定して[次へ]ボタンをクリックします。 



r 


V 


【補足】作成するボリュームでシャドウコピーとデフラグを実行する可能性がある場合は、ア 
ロケーションユニットサイズで 16 KB 以上を選択してください。なお、既に作成し 
ているボリュームのアロケーションユニットサイズだけを変更することはできませ 
ん。アロケーションユニットサイズを変更するためには、ボリュームを削除して再度 
作成する必要があり、データはすべて削除されます。 


ノ 
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iStorage NS の設定を行う 


8. 設定内容が正しいことを確認し、[完了]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.4.2 ボリュームの削除 

1. 管理者 メニューの[ディスクの 管理] を クリックします。 



2. 削除したいボリュームを右クリックし、 [パーティションの 削除]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


3. 以下のメッセージが表示されますので、[はい]をクリックします。 



4. ボリュームの削除が完了すると、以下のように対象ボリュームが••未割り当て"と表示されます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .5 ユーザー/グループ管理 

iStorage NS をワークグループでご使用の場合、以下の手順でローカルユーザーとグループを設定してくだ 
さい 。 iStorage NS をドメインに参加させ、メンバーサーバーとして使用する場合は、ローカルユーザーや 
グル'ープを設定する必要はありません。 

1.5.1 ローカルユーザーの作成 

1. 管理者メニューの[ローカルユーザーとグループ]をクリックします。 


-Inlxi 


診断 


欠 


1 イベント ビューアー 

イぺントロヴを確認できます。 



1 バフォーマンスモニター 

性能情報の採取や確認ができます。 



1 Windows タスクマネージャー 

聽リソ-ス_状況繼行德彌で. 


1 デバイスマネージャー 

ハードウェアの状態を確認できます。 



1 システム情相 

システム情報を確認できます。 




構成 


* 

Windows Update 

更訢プログラムをインスト■-ルできます。 



プログラムを菅理できます。 



ユーザーとヴループを f 理できます。 



サービスを f 理できます。 


タスクスケジューラ 

タスクのスクジュ-ルを f 理できます。 


ネットワーク接続 

ネットワークを f 理できます。 


日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 


Windows フ アイ アウオール 

ファイアウォールを f 理できます。 


セキュリ亍ィが強化された W indows ファィ 

ァウォール - 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 


ローカル 1 Z キュリ亍ィボリ シー 

1 Z キュリ亍ィポリシーを菅理できます。 


ESMPRO/SerwerAeent 

サーバ ー f 理の通報や監視を設定できます。 



2. [ユーザー]を右クリックし、[新しいユーザー]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


3. ユーザー名等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



その後、作成したユーザーのプロパティを開き、所属するグループ等必要に応じて設定してください。 

上記のパスワードは、管理者が一時的に作成したものであるため、運用に際しては次項 【 1.5.1. 1セキユ 
リティの設定を変更す る 】 と [1.5.1.2 ユーザーのパスワードを変更す る 】 の手順に従い、クライアント 
ユーザーにて変更することをお奨めします。 


30 

























iStorage NS の設定を行う 


1.5.1. 1 セキュリティの設定を変更する 

クライアントからユーザーのパスワードを変更するには、事前に以下の手順でセキュリティの設定を変更 
する必要があります。 

1. 管理者メニューの [ローカル セキュリティ ポリシー] をクリックします。 


Jnl x | 



診断 


* 


イベント ビューアー 

イベントログを確認できます。 



バフオーマンスモニター 

性能情報の採取や確認ができます。 



Windows タスク マネージ■ャー 

歡リソ-遞用状臓議中繼■で. 


デバイスマネージャー 

ハードウェア0状態を確認できます。 



システム情報 

システム情報を確認できます。 



3 


構成 


炎 

Windows Update 

更斩プログラムをインスト■-ルできます。 


ブロクラムと檢雀 1 

プログラムを菅理できます。 


ローカルユーザーとクルーブ 

ユーザーとグループを f 理できます。 


サービス 

サービスを f 理できます。 


タスクスケジューラ 

タスクのスクジュ-ルを f 理できます。 


ネットワーク接続 

ネットワークを f 理できます。 


日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 


Windows フアイアウオール 

ファイアウォールを菅理できます。 


セキュリティが強化された Windows ファイ 

ファイアウォール 01 群田な管理ができます。 



乜キュリ亍ィポリシーを菅理できます。 



サーバー管理の通報や監視を設定できます。 





2. 左ツリーの[ローカルポリシー]をクリックし、[セキュリティオプシヨン]をダブルクリックします。 


EH 


一カルセキュリティボリシー 


ファイル (£) 棵作⑻表示 ㈤ ヘルプ⑻ 


〇 ゆ I S 圃 I 囂 ㈢ I E 園 


\ セキュリティ®設定 

ca アカ比]巾叫 1 


名]前 


I S S □—カルポリシー 


Windows フアイア 
□ ネットワーウリストマネージゃーポリシー 
s Z 3 公閉キーのポリシー 
a □ ソフトウ::ア〇〇制限のポリシー 
田^アプリケーシヨン制御ポリシー 


3 監査ポリシー 


s S ip セキュリティポリシー（口ーカルコンピュー 
S ^監査ポリシ-®詳細な稱成 




1 M 


監査ポリシー 
ユーザー権利®害 ij り当て 


セキュリティオプシ 
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iStorage NS の設定を行う 


3. [ネッ トワークアクセス：リモートからアクセスできる名前付きパイプ]をダブルクリックします。 


一カルセキュリティポリシー 


|nl X 


ファイル (£) 棵作^)表示 ㈤ ヘルプ ( H ) 


命 I S 圃 I X 逆 I B 園 


% セキュリティ©設定 
+ J アカウントポリシー 
B 名□一カルポリシー 
ら 3監査ポリシー 
+ ューザー榷利の割り当て 

田 CS セキュリティオプション 
田 [3 セキュリティが強化された Windows ファイア 
ネットワーウリストマネージ V- ポリシー 
E □ 公閉キ-のポリシ- 
田,VフトウIアの制限00ポリシー 
S □ アプリケ-ション制御ポリシ- 
a ® ip セキュリティポリシー (□- カルコンピュ- 
a 1 監査ポリシー®詳細な構成 


ポリシー 


I jtZ キュリ T イの説; JE 


ドメインコントローラー:コンピューターアカウント00パスワ-ドの変更を... 
ドメインコント□ーラー:サーバーオペレーターがタスウのスケジュールを... 
ド: M ンメンバ-:コンピュ-夕-アカウントパスワ-ド:定期的な変更… 
ドメインメンバー:可能な埸合、セキュリティで保_されたチゃネル©デ... 
ド: M ■ンメンバー:可能な埸合、セキュリティで■保_されたチ V ネル00デ… 
ドメインメンバー:強力な (Windows 2000 かモれ以降©パージョン）... 
ド少〇 メンバー:最大コンピューターアカウント00パスワ-ド®有幼期... 
ドルメンバ-:笛にセキュリティで f 呆諸されたチゃネル©デー辟デジ... 
ネットワークアクセス： Everyone のアクセス許可を匿名ユーザー[こ適... 
ネットワ-ウアウセス: SAM ア： b ウントおよ U 共有の匿名®列挙を i 午… 
心 j ネットワークアクセス: SAM ア: W ントの匿名©列挙包午可しない 
ネットワークアクセス:ネットワーウ 正 ® ためにパスワード fc よ U 資格... 
ネットワークアクセス:リモートからアウセスで•きるレジストリのパス 
ネ，卜 n -勺ァハ扣ス: u モートから7わ竹又で.含 S レ')又トリ (1 ^UfectH 


未定_ 

未定_ 

無効 

有効 

有効 

有効 

30 日間 

有効 

無効 

無効 

有効 

無効 

Syste m¥CurrentControlSe... 
Syste m¥CurrentCGntrolSe... 


ネットワークアクセス:リモートからアクセスできる:名前付きパイプ 


ネットリーク y クゼ 乂 □- カル パ カりント⑴共有とゼキュ リ丁ィ 七: r ル クラシック-口-カルユ-ザ... 

ネットワ-クアクセス:匿名でアクセスでき S 共有 未定_ 

ネットワークアクセス:匿洛〇〇 SID と名前 0 D 変換を許可する 無効 


4. [ローカル ポリシーの設定]タブを選択して” SAMR” と入力し、[〇 K] ボタンをクリックします。 



以上で、セキュリティの設定が変更され、クライアントからユーザーのパスワードを変更できる状態にな 
りました。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.5.1.2 ユーザーの パスワ ー ドを変更する 

以下の手順で、クライアントからユーザーのパスワードを変更します。 

1. クライアント PC で、 [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を基に入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 


項目名 

入力内容 

ユーザー 名 

パスワードを変更するューザー名 

ログオン先 

iStorage NS のコンピュータ ー名※ 

古いパスワ'ード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピュータ ー名はキーボードより入力してください。 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様の 
ポリシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用さ 
れていなければなりません。 


ノ 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .5.2 口一カルグループの作成 

1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


啸 ■B ■理者メニュー 


診断 


欠 

イぺントビューアー 

イぺ'ノトロヴを確認できます。 


バフォーマンスモニター 

性能情報の採取や確認ができます。 


Windows タスクマネージャー 

聽リソ-ス_状況繼行德彌で. 

デバイスマネージャー 

n — ドウ エアの 状態を確認できます。 


システム情報 

システム情報を確認できます。 





構成 


':ん 

Windows Update 

更訢プログラムをインストールできます。 



プログラムを菅理できます。 



ユーザーとヴループを f 理できます。 



サービスを f 理できます。 


タスクスケジューラ 

タスクのスクジュ-ルを f 理できます。 


ネットワーク接続 

ネットワークを f 理できます。 


日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 


Windows フアイアウオール 

ファイアウォールを f 理できます。 


セキュリ亍ィが強化された Windows ファイ 

ァワ - ォール 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 


ローカル 1 Z キュリ亍ィボリシー 

1 Z キュリ亍ィポリシーを菅理できます。 


ESMPRO/SerwerAeent 

サーバ ー f 理の通報や監視を設定できます。 




2. [グループ]を右クリックし、[新しいグループ]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


3. グループ名、説明を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 



4. [ユーザーの選択]画面が表示されるので、[選択するオブジェクト名を入力してください]の欄に追 
加するユーザーを入力して[名前の確^^]をクリックします。 

確認されたら[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [所属するメンバー]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリッ 
クします。 



6. [閉じる]ボタンをクリックして画面を閉じます。 

その後、作成したグループのプロパティを開き、必要に応じて設定してください。 
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